
元気なかっちゃの味自慢・うで自慢
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Ｑ
　

稲
荷
神
社
裏
の
交
通
公
園

は
、
以
前

、
保
育
所
・
小
学

生
か
利
用
し
、
警
察
も
指
導

に
活
用
し
て
い
ま
し

た
。
近

年
、
設
置
し
て
い
る
信
号
機
、

踏
切
り
の
遮
断
機
等
が
腐
蝕

し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
こ
を
活
用
し
て
い
く
た
め

に
整
備
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
　

設
置
し
て
か
ら
だ
い
ぶ
経

過
し
、
信
号
機
等
の
腐
蝕
が

激
し
く
危
険
で
す
か
ら
撤
去

し

、
廃
止
し

た
い
と
考
え
て

い
ま
す

。

Ｑ
　

近
年

、
緩
傾
斜
堤
防
、
養

浜
工
の
整
備
が
進
む
に
つ
れ
、

船
揚
場
に
砂

が
付
い
て
困
っ

て
い
ま
す
。
砂
の
除
去
は
緊

急
的
に
実
施
し
て
い
る
も
の

で
、
別
な
方
法
で
解
決
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
対
策
を
お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
　

建
設
省
で
は
、
砂
対
策
と

し
て
緩
傾
斜
で
い
い
か
養
浜

工
が
い
い
の
か
話
し
合
い
の

場
を
持
つ
こ
と
に
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
機
会

を
利
用
し

て
い
た
だ

き
た
い
。

蓬
田
漁
港
を
整
備
中
で

、

漁
港
を
利
用
で
き
る
よ
う
検

討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　

張
間
勇
三
宅
裏
の
道
路
は
、

消
防
通
路
に
な
っ
て
い
ま
す
。

非
常
に
壊
れ
て
い
ま
す
の
で

補
修
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
　

農
協
の
土
地
で
す
か
ら
協

議
し
て
対
応
し
た
い
。

Ｑ
　

磯
部
昌
夫
宅
の
裏
を
流
れ

る
川
に
、
上
流
か
ら
ゴ
ミ

が

流
れ
て
た
ま
り
ま
す
。
呼
び

掛
け
の
立
看
板
を
設
置
し
て

も
ら
い
た
い
。

Ａ
　

以
前
に
も
苦
情

が
あ
っ
た

よ
う
で
、
も
う
一
度
調
査
し

な
が
ら
看
板
を
設
置
し
ま
す
。

２自治会長・行政連絡員会議

住みよい村づくりのために

平成10年

度

自治会長・行政連絡員会議

各
地
区
の
要
望
、
意
見
を
村
行
政
に
反
映
さ
せ
る
「
平
成
十
年

度
自
治
会
長
・
行
政
連
絡
員
合
同
会
議
」

が
、
十
二
月
十
四
日
、

役
場
で
開
か
れ
、
道
路
や
環
境
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
活
発
な
意

見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
「
Ｑ
」
は
自
治
会
か
ら
の
要
望
・
質
問
で
、
「
Ａ
」
は
村

か
ら
の
回
答
で
す
。

出
席
者

▼
自
治
会
長

・
中
　
　

沢
　
坂
本
　
重
彦
　
・
長
　
　

科
　
坂
本
　
祐
一

・
阿
弥
陀
川
　
青
木
　
　

滋
　
・
蓬
　
　

田
　
工
藤
　
　
弘

・
宮
　
　

本
　
沼
田
　
秀
樹
　
・
郷
　
　

沢
　
福
井
　
俊
雄

・
瀬

辺

地
　
山
舘
　
誠
弘
　
・
広
　
　

瀬
　
田
中
嘉
太
郎

・
高
　
　

根
　
稲
葉
　
勝
雄

▼
行
政
連
絡
員

・
瀬

辺

地
　
越
田
　
久
治

▼
行
政
側

・
村
　
　

長
　
古
川
　
正
隆
　
・
村
議
会
議
長
　
津
島
　
鐵
男

・
助
　
　

役
　
吉
崎
　
光
一
　
・
収

入

役
　
田
中
　
　

武

・
教

育

長
　
坂
本
　
　

敏
　
・
各

課

長

長
科
自
治
会

中
沢
自
治
会



ま
た
、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄

に
つ
い
て
自
治
会
の
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

Ｑ
　
八
戸
光
義
宅
と
青
木
繁
雄

宅
の
間
に
排
水
溝
を
整
備
し

て
ほ
し
い
。

Ａ
　
公
図
上
こ
こ
に
水
路
が
な

い
の
で
、
民
地
に
水
路
を
設

置
す
る
の
は
無
理
で
す
。
永

久
的
に
水
路
に
す
る
た
め
土

地
の
提
供
が
あ
れ
ば
設
置
は

可
能
で
す
。

Ｑ
　
森
敏
定
宅
前
か
ら
青
木
宗

雄
宅
前
ま
で
の
道
路
を
拡
幅

し
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ
　
用
地
の
協
力
が
得
ら
れ
る

条
件
が
整
え
ば
計
画
で
き
ま

す
が
、
財
政
の
面
も
あ
り
ま

す
の
で
実
施
は
年
次
計
画
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
　

一
蓬
の
匝
」
公
厦
叨
フ
ュ

ン
ス
が
腐
蝕
し
網
の
部
分
は

全
然
だ
め
で
す
。
フ
ェ
ン
ス

を
取
り
替
え
て
ほ
し
い
。
ま

た
、
園
内
の
遊
具
を
定
期
的

に
点
検
し
、
使
用
に
耐
え
な

い
も
の
は
撤
去
し
て
も
ら
い

た
い
。

Ａ
　
フ
ェ
ン
ス
は
使
い
物
に
な

ら
な
い
状
態
で
、
塩
害
だ
と

思
い
ま
す
。

よ
っ
て
、
ヤ
マ
セ
に
強
い

▲道路拡幅要望個所

樹
木
等
を
検
討
し
た
い
。
な

お
、
遊
具
の
点
検
は
自
治
会

と
一
緒
に
調
査
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

Ｑ
　
放
送
が
ほ
と
ん
ど
聞
こ
え

な
い
の
で
、
ス
ピ
ー
カ
ー
を

設
置
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
　
診
療
所
近
く
に
設
置
し
て

い
る
ス
ピ
ー
カ
ー
で
対
応
し

て
い
ま
す
が
、
調
査
し
て
検

討
し
ま
す
。

Ｑ
　
中
学
校
前
か
ら
村
営
住
宅

前
ま
で
の
側
溝
に
蓋
を
掛
け

て
ほ
し
い
。

Ａ
　
バ
イ
パ
ス
の
関
連
で
道
路

改
良
の
実
施
も
考
え
ら
れ
ま

す
の
で
、
状
況
を
み
な
が
ら

対
応
し
て
い
き
た
い

。

Ｑ
　

宮
本
分
譲
地
の
土
留
め
コ

ン
ク
リ
ー
ト
は
非
常
に
膨
ら

ん
で
き
て
い
る
の
で

、
補
修

し
て
ほ
し
い
。

Ａ
　

十
七
～
八
年
経
っ
て
お
り
、

工
事
費
の
個
人
負
担
が
考
え

ら
れ
ま
す
の
で
話
を
し
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

。

Ｑ
　

村
営
住
宅
の
雨
漏
り
が
ひ

ど
い
棟
の
西
側
の
壁
を
直
し

て
ほ
し
い

。

Ａ
　

九
年
度
か
ら
年
次
計
画
で

実
施
し
て
い
ま
す
。
十
一
年

度
も
予
定
し
て
い
ま
す

。

Ｑ
　

村
営
住
宅
は
、
ト
イ
レ
の

に
お
い
が
部
屋
中
に
充
満
し

▲膨らんできている土留め

ま
す
の
で
改
善
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
　

六
号
棟
の
五
戸
を
修
理
す

る
予
定
で
す
。
各
棟
を
調
査

し
計
画
的
に
行
い
ま
す
。

Ｑ
　
浜
道
路
は
、
砂
利
を
敷
い
　
て

補
修
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
で
き
れ
ば
舗
装
で

お
願
い
し
た
い
ん
で
す
が
、

ま
た
穴
が
あ
い
て
い
ま
す
の

で
補
修
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ
　
今
年
一
回
補
修
し
ま
し
た

が
、
引
き
続
き
補
修
し
て
い

き
ま
す
。

Ｑ
　

旧
大

字

瀬

辺
地

共

有
地

（
自
治
会
道
路
用
地
）
及
び

幼
稚
園
地
内
に
あ
る
旧
広
瀬

小
学
校
の
畑
用
地
が
二
？
三

ヵ
所
あ
り
ま
す

が
、
村
に
寄

付
採
納
し
て
い
き
た
い
。

Ａ
　

村
の
事
業
を
進
め
る
上
で

必
要
な
場
所
で
す
。
こ
の
ほ

か
に
も
大
字
有

が
数
々
あ
り

ま
す
の
で
、
寄
付
採
納
の
方

向
で
協
議
し

な
が
ら
進
め
た

い
と
思
い
ま
す

。

自治会長・行政連絡員会議

阿
弥
陀
川
自
治
会

蓬

田
自

治

会

宮
本
自
治
会

郷
沢
自
治
会

瀬
辺
地
自
治
会
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Ｑ
　
山
舘
精
米
所
前
か
ら
蟹
田

方
面
海
側
の
国
道
に
側
溝
が

な
い
の
で
、
設
置
を
県
に
働

き
か
け
て
ほ
し
い
。

Ａ
　
こ
こ
は
道
路
幅
が
狭
い
た

め
用
地
買
収
し
て
実
施
し
た

い
と
、
よ
っ
て
皆
さ
ん
方
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
　
役
場
へ
行
っ
た
と
き
に
課

の
職
員
が
い
な
い
た
め
、
何

も
用
が
足
せ
な
い
と
い
う
話

が
聞
か
れ
ま
す
。
担
当
者
が

い
な
く
て
も
対
応
で
き
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
　
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い

よ
う
庁
内
会
議
で
周
知
徹
底

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

職
員
の
資
質
向
上
を
第
一

に
、
住
民
の
要
望
に
こ
た
え

る
の
は
当
然
と
考
え
て
い
ま

す
。

Ｑ
　
広
瀬
川
流
域
の
河
川
公
園

整
備
と
滝
沢
川
河
口
南
側
の

護
岸
整
備
の
見
通
し
を
お
伺

い
ま
す
。

Ａ
　
平
成
十
一
年
度
に
広
瀬
川

▲護岸整備の要望個所

流
域
の
公

園
整
備

の
調
査
費

が
つ
く
と
思
っ
て
い
ま
す

。

ま
た
、
滝
沢
川
河
口
南
側

の
計
画
は
、
緩
傾
斜
堤
防
の

延
長
と
養
浜
工
と
伺
っ
て
い

ま
す
が
、
実
施
時
期
は
決
ま
っ

て
い
ま
せ
ん

。

Ｑ
　

広
瀬
地
区
に
県
か
ら
許
可

さ
れ
た
斃
獣
捨
場
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
は
戦
前
の
許
可

で
現
在
も
有
効
か
お
伺
い
し

ま
す
。

Ａ
　

現
在
も
有
効
で
す
。
し
か

し
、
産
業
廃
棄
物
法
が
優
先

す
る
の
で
、
馬
、
牛
、
豚
等

を
埋
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
処
分
は
県
の
許
可

が
必

要
で
、
青
森
市
の
産
廃
業
者

が
行
い
ま
す
。

犬
、
猫
は
一
般
廃
棄
物
と

し
て
蟹
田
で
処
分
で
き
ま
す

が
、
何
を
処
分
す
る
の
か
事

前
に
連
絡
が
必
要
で
す
。

Ｑ
　
防
火
水
槽
は
各
地
区
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
土
地

の
借
り
主
は
誰
か
。

Ａ
　
実
施
主
体
の
蓬
田
村
が
借

り
主
で
す
。
村
民
の
協
力
を

得
て
八
十
八
基
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

Ｑ
　

高
根
橋
を
拡
幅
し
て

、
大

。型
車

が
自
由
に
通
れ
る
よ
う

に
し
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ
　

現
在
の
橋
の
許
容
ト
ン
数

が
い
っ
ぱ
い
で
拡
幅
は
無
理

な
状
況
で
す

。

Ｑ
　

昨
年
設
置
さ
れ
た
融
雪
溝

は
、
雪
が
詰
ま
っ
て
道
路
が

冠
水
し

ま
し
た
。
こ
れ
を
改

良
し
て
い
た
だ
き
た
い

。

Ａ
　

改
良
い
た
し

ま
す
。
今
年

の
冬
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
の

で
一
度
に
排
雪
し
な
い
よ
う

お
願
い
し
た
い
。

Ｑ
　

高
根
集
落
へ
行
く
途
中
に

山
崎
と
い
う
カ
ー
ブ
が
あ
り

ま
す

。
冬
期
間
は
非
常
に
滑

り
や
す
く
危
険
で
す
。
道
路

を
改
良
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
　

事
故
多
発
個
所
と
聞
い
て

お
り
ま
す

。
用
地
の
協
力

が

得
ら
れ
れ
ば
考
え
て
い
き
た

い
。

Ｑ
　

粗
大
ゴ
ミ
の
ビ
ニ
ー
ル

は

農
協
が
処
理
し
て
い
ま
す
が
、

金
物
、
木
材
等
を
処
理
す
る

た
め
行
政
の
対
応
を
お
伺
い

し
ま
す
。

Ａ
　

中
沢
か
ら
蓬
田
ま
で
の
ゴ

▲高根地区融雪溝

ミ
捨
場
は
、
環
境
問
題
等
か

ら
撤
去

、
廃
正
し

た
わ
け
で

す
。処
分
場
の
時
間
的
な
制
約
、

日
曜
日
等
が
休
み
で
あ
る
こ

と
か
ら

、
粗
大
ゴ
ミ
の
処
理

に
は
苦
慮
し
て
い
る
と
伺
っ

て
お
り
ま
す

。
容
器
の
リ
サ

イ
ク
ル

、
分
別
収
集
の
件
も

あ
り
ま
す
の
で
、
自
治
会
と

検
討
会
議
を
持
ち
た
い
と
考

え
て
い
ま
す

。

Ｑ
　

各
地
区
の
ゴ
ミ
収
集
時
刻

が
、
早
い
と
こ
ろ
は
朝
六
時

で
と
て
も
間
に
合
わ
な
い
た

め
、
時
間
帯
を
変
更
で
き
な

い
か
。

Ａ
　

ご
み
の
焼
却
時
間
が
午
前

九
時

、
十
二
時
、
午
後
三
時

に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
収
集

業
者
は
、
焼
却
時
間
帯
に
合

わ
せ
運
搬
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
い
た
だ

き
た
い
。

Ｑ
　

各
地
区
の
公
民
館
に

ビ
デ

オ
デ
ッ
キ
を
設
置
で
き
な
い

か
。

Ａ
　

全
館
に
購
入
す
る
と
な
れ

ば

、
こ
れ
ま
で
以
上
の
実
績

な
り
効
果
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

財
政
事
情
も
あ
り
ま
す
の

で
慎
重
に
検
討
い
た
し
ま
す
。

４自治会長・行政連絡員会議

高
根
自
治
会

連
合
自
治
会
共
通
要
望

広
瀬
自
治
会



地域振興券について

国では、地域経済を元気にしようと、市町村に地域振興券を発行させることにしました。いわゆる商品券

は蓬田村に登録した村内の商店など（特定事業者）で利用することができます。

村では、特定事業者に対する登録の説明会を12月26日に開きました。

また、交付の対象となる該当者の把握に努め、３月15日の交付予定日に向けて、申請書類などの準備作業

を行っています。

交付額は１人につき２万円分です。

15歳以下の児童がいる世帯主の方については児童１人につき２万円分となります。

蓬田村登録の店舗等でお使いいただけます。

額面は1,000 円、お釣りはもらえません。

有効期間は平成11年３月15日から平成11年９月14日までです。

・交換、譲渡、売買はできません。

・使用できるのは交付対象者ご本人またはその代理人・使者の方に限ります。

●蓬田村の振興券を取り扱う事業者は次のとおり登録されました。（１月22日現在）

①飯田商店②伊豫部理容院③小畑商店④カワサキ美容室⑤川嶋呉服店⑥工藤酒店（食堂長久酔）⑦高坂商

店⑧小猿商店⑨小鹿商店⑩サークルＫ蓬田店⑥坂本米穀店⑩昭ちゃんラーメン⑩サロン・ド・ＫＩＴ⑧ス

テック・シャドー⑤ディリーストア蓬田店⑩中村商店⑥張間商店⑩福々堂いよべ⑩細谷呉服店⑩細谷商店

⑤まつもと理容院⑩松本美容院酋三浦商店⑩森静夫商店⑤八幡貞雄商店⑩有限会社東青物産図）蓬田アシス

ト株式会社⑩蓬田村農業協同組合⑩ローズ理容院⑩和楽寿し

※ 申 請 期 日 及 び 振 興 券 の 交 付 方 法 に つ い て は 、 後 日 、 回 覧 板 で 詳 し く お 知 ら

せ し ま す 。

地域振興券を3月15日交
付

対象となるのは次の方です
（平成11年１月１日において以下のいずれかの要件を満たす方です。）

①15歳以下（昭和58年１月２日以降の出生者）の児童がいる世帯主の方

②老齢福祉年金等の受給者等

○次のいずれかの年金または手当を受給できる方

・老齢福祉年金　・障害基礎年金等　・遺族基礎年金等　・児童扶養手当　・特別児童扶養手当

・特別障害者手当　・障害児福祉手当　・福祉手当（経過措置分）　・原爆被爆者諸手当

ただし、障害基礎年金等、遺族基礎年金等の受給者の一部の方は、受給者及び受給者を扶養している

方が個人の村民税（所得割、均等割両方とも）非課税の場合に限られます。

○生活保護の被保護者、社会福祉施設の措置入所者等

③65歳以上の村民税（所得割のみ）非課税の寝たきりの方

ただし、本人が扶養されている場合は、扶養者が市区町村民税（所得割のみ）非課税の場合に限られま

す。

④65歳以上（昭和９年１月１日以前の出生者）の個人の村民税（所得割、均等割両方とも）非課税の方

ただし、本人が扶養されている場合は、扶養者が個人の市区町村民税（所得割、均等割両方とも）非課

税の場合に限られます。
－
※ ① の 要 件 者 に つ い て は 、 該 当 者 と し て 申 請 ・ 引 換 券 を 送 付 い た し ま す 。

② ③ ④ の 該 当 者 に つ い て は 、 送 付 さ れ た 畔心肩 翳 こよ り 申 請 し な け れ ば 交 付

さ れ な い こ と に な っ て い ま す 。

振
　
　
興
　
　
券

５



サークルジャンプにチャレンジ中

蓬田村の高齢化率は平成10年４月現在で24. 6

％に達し、寝たきり等の在宅要援護高齢者、一

人暮らし、二人暮らしの高齢者世帯も年々増加

し、ホームヘルパー活用者も増えてきたことか

らヘルパーを増員し対応してきました。しかし、

その機動力となる活動車両が不足となったため、

これを宝くじの普及広報事業として財団法人自

治総合センターが行っている助成事業に申請、

昨年８月７日に念願のヘルパー車２台を購入し

ました。

今冬は早くからの降雪と１月の寒波では大雪

となり、導入した四輪駆動車の「コスモス号」

と「アイリス号」は、ヘルパーさんの足となっ

て機動力を発揮しました。

村では、ホームヘルプサービスを24時間派遣

体制で実施、きめ緇かいサービスの提供を行っ

ており、ヘルパー車は村民のニーズに応える福

祉サービスの向上に大いに役立つものと期待さ

れています。

宝くじの助成事業でへルパー車導入

カメラ ア　イ

県チヤしンジ・ザ・ゲーム大会

12月12 日、青森市の県総合運動公園体育館で、県

チャレンジ・ザ・ゲーム公認記録大会が開かれまし

た。

大会には、村の予選を勝ち抜いた子ども会から４

チーム（58人）が参加し、グループのチームワーク

を競う７種目のゲームに挑戦し、２種目で優勝する

など多数入賞しました。

記録は次のとおりです。

▲リング・キャッチ

①蓬田子ども会（９回）

▲パス＆ゴー

①蓬田子ども会（11回）　 ②長科子ども会（８回）

▲エンジョイ・パスラリー

②長科子ども会（10回）　 ③蓬田子ども会（８回）

▲ロープ・ジャンピ ング10

③蓬田子ども会（74回）

▲キャッチング・ザ・スデック

③中沢子ども会（37回）

カメラアイ 6
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書き初め大会

雪に親しみ、冬場の体力づくりとスキー技術

の向上を目的に１月７・８日の２日間、村簡易

スキー場で少年スキー教室が開かれました。

１日目は好天に恵まれましたが、２日目はあ

いにく気温が低く、吹雪となる最悪な天候でし

た。それでも、スキーを履いて歩くのがやっと

の初心者から大人顔負けの滑りをする子どもま

で58人が、体協スキー部（工藤光雄部長）講師

陣から丁寧な指導を受けていました。

１月５日、中央公民館で新春恒例の書き初め大会

が開かれました。

大会には幼児から大人まで21 人が参加し、墨の香

りが漂うなか、年の初めを飾る作品に仕上げようと、

画仙紙いっぱいに力強い筆の走りを見せていました。

上位入賞者は次のとおりです。（敬称略）

▲金　 賞
･｡福士　颯人（幼　　 児）　小松　由佳（小学２年）

山本　陽子（小学５年）　久慈登世雄（一　　般）

▲銀　賞

小松　千峰（幼　　児）　大宮由紀子（小学２年）

福士　雄大（小学４年）　山本　博国（中学１年）

▲銅　賞

細谷　菜摘（幼　　児）　 三上　元隆（小学１年）

三上　　匠（小学２年）　 工藤　　敦（小学３年）

三上　茴香（小学４年）　 清水キクエ（一　　般）

▲努力賞

下山　清順（中学２年）

少年スキー教室

全国身体障害者スポーツ大会

身体障害者のスポーツの振興を図り、障害者

の自立と社会参加の促進に寄与することを目的

に11月７日、８日の２日間にわたり、神奈川県

の横浜国際総合競技場において、第34回全国身

体障害者スポーツ大会が行われ、村からは松本

勝治さん（阿弥陀川）が出場しました。

松本さんは青森県立盲学校より選考され、青

森県選手として、ハンドボール投げとやり投げ

の２種目に出場し、視覚障害にもかかわらず２

種目とも第２位という好成績を収めました。

村には今までにない快挙で、１月20日に行わ

れた村教育委員会の表彰式においてスポーツ賞

を贈り、健闘を祝いました。

カメラアイノ川柳北緯41 °

二
月
四
日
は
、
二
十
四
節

気
の
一
つ
「
立
春
」
で
す
。

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
多
い
も

の
の
、
日
脚
も
伸
び
て
、
か

す
か
な
春
の
訪
れ
を
感
じ
始

め
る
時
期
で
す
。

7



蓬
田
村
で
は
毎
年
住
民
総
合

健
診
と
し
て

、
基
本
健
診
、
各

種
が
ん
検
診
、
歯
科
健
診
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
病

を
予
防
す
る
た
め
に
は
こ
の
よ

う
な
健
診
を
定
期
的
に
受
け
て

病
気
を
早
期
発
見
、
早
期
治
療

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

去

る
九
月
二
十

二

二
十
二

日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
阿
弥

陀
川
地
区
と
郷
沢
地
区
に
お
い

て
平
成
十
年
度
総
合
健
診
結
果

説
明
会
が
青
森
県
総
合
健
診
セ

ン
タ
ー
所
長
柘
植
光
夫
先
生
を

迎
え
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

事
業
は
健
診
を
受
け
て
病
気
が

見
つ
か
っ
た
大
は
も
ち
ろ
ん
、

異
常
な
し
と
い
わ
れ
た
大
も
検

査
の
目
的
や
自
分
の
検
査
値
等

健
診
結
果
通
知
書
の
見
方
を
知

り
、
自
分
の
健
康
状
態
を
把
握

す
る
と
と
も
に
日
常
生
活
の
改

善
に
生
か
し

、
健
康
づ
く
り
に

役
立
て
て
い
く
こ
と
を
狙
い
と

し
て

、
平
成
十
年
度
か
ら
新
し

く
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

二
地
区
と
も
そ
れ
ぞ
れ
二
十

土

二
十
人
の
住
民
の
参
加
が
あ

り
、
柘
植
先
生
の
「
健
診
結
果

を
生
活
に
生
か
す
Ｉ

結
果
通
知

書
の
見
方

を
知
ろ
う
Ｉ
」

と
い

う
テ
ー
マ
で
行
わ
れ
た
講
演
に

真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

郷沢地区の皆さんです。大勢集まってくれました。

生活習慣と病気発症の関係

今
回
の
総
合
健
診
を
受
け
た

方
の
中
で
、
基
本
健
診
の
要
指

導
項
目
が
あ
る
方
（
特
に
高
脂

●病原体●有毒物質●事故

●ストレッサーなど

講
演
終
了

後
の
質
疑
応
答
で
も

自
分
の
健
診
結
果
を
基
に
し
た

質
問
が
多
数
出
さ
れ
、
活
発
な

意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
、
健
診
を
受
け
た
人

は
、
再
度
健
診
結
果
通
知
書
を

見
直
し
、
自
分
の
普
段
の
生
活

を
振
り
返
り

、
改
善
す
べ
き
点

を
考
え
て

、
こ
れ
か
ら
の
生
活

に
生
か
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、
健
診
を
受
け
な

か
っ
た
人
は
こ
れ
か
ら
は
ぜ
ひ

定
期
的
に
健
診
を
受
け
て
み
て

く
だ
さ
い
。

食生活

血
症
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
の
項

目
に
お
い
て
要
指
導
の
方
）

に

は
、
保
健
婦

が
訪
問
し
、
普
段

の
生
活
の
仕
方
や
習
慣
を
尋
ね

て
、
今
後
ど
の
部
分
を
改
善
し

て
い
け
ば
健
康
を
保
っ
て
い
け

る
の
か
を
一
緒
に
考
え
て
い
く

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
家
に
伺
っ
た
時
に
は

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

。

お父さんも、お母さんも目が真剣です。

保健コーナー

運　動 喫　煙 飲　酒 休養など

加齢、有害物質、ストレッサー、食習悁、運動などさまざまな要因が関通しています

「生活習慣要因」は自分で改善できる、重要な要因です。

●がん●心臓病●脳卒中●高血圧性疾患●糖尿病●腎臓病

●肝疾患●胃潰瘍●骨粗しょう症●歯周病など

～自分の健康状態を把握しておこう！～

平成10年度

健診結果説明会の開催

※
役
場
保
健
婦
か
ら
の
お
願
い

8

嘔部気病●遺伝子異常●加齢など

生活習慣要因

遺伝要因 外部環境要因

病気の発症に関する3つの要因

病気の発症



I  0  1 77-29-4222

自動車の登録・検査の案内、ユーザー車検の予約が電話

からご利用になれます。また、ＦＡＸ付電話で情報を取り

出すことができます。ご利用方法はとても簡単！電話をか

けて「案内メッセージ」に従ってください。

○登録・検査情報案内サービス【24時間・年中無休】

（名義変更や廃車等の手続き、車検の受け方や改造等の

案内）

○検査予約（確認・取消）サービス【8 :30 ～17 : 00】

（土・日・祝日を除く。受検日の７日前から前日まで受

け付け）

※ご注意…検査当日の予約はできません。

○二輪車（原付バイクを除く）や支局・事務所の所在地

案内、また保有車両数（ＦＡＸ）の情報サービスも行っ

ております。

○月末、特に年度末（３月）は、窓口が大変混雑し長時間

お待ちいただくなど、ご迷惑をおかけすることとなります

ので、登録・検査の諸手続きは月末にかからないように早

めに行うようご協力をお願いします。

なお、継続検査の申請は、有効期間満了日の１ヵ月前か

ら（期間短縮することなく）更新することができます。

軽自動車に関するテレホンサービス（軽自動車検査協会）

S  0  177-62-1158

お知らせ

１秡土木瓸工官埋技俯俣疋試験が、半双11牛皮肯霖巾に

おいて実施されることになりました。

○試験地

青森市（他全国11ヵ所）

○試験日

学科試験…平成11年７月４日（日）

○申込受付期間

学科試験…平成11年３月17日（水）～３月31日（水）

○申込書販売先

（社）東北建設協会青森支所ffi  0177-34-7754

0 同試験受験者を対象に事前講習会を実施します。

【お問い合わせ先】

（財）青森県建設技術センター 囂0177-77-6545

お知らせ情報局

平成11年度技能習得講習会の実施

母子福祉センターでは、母子家庭寡婦に対する平成11年

度の事業を次のとおり実施する予定です。
区分 科　　　目 事　　　　業　　　　内　　　　容

技

能

習

得

自

立

促

進

事

業

和裁
洋裁
編物手芸
(昼間)

１．場　　所　青森市(母子福祉センター)

２．期　　間　通年(3回／週　10時～16時)
３．対　　象　母子・寡婦

４．人　　員　おおむね40名
５　受付締切　３月15日

ホームヘルパー
養成研修
(３級課程)
(尽間)

1.
場　　所　青森市(母子福祉センター)
２．期　　間　６月～９月(日曜日11回　９時～16時)

3. 対　　象　母子・寡婦
４　人　　員　30名

ワープロ3級
資格取得準朧
講習会
(尽間)

１．場　 所 青森市(県民福祉プラザ内 女性就業援助センター)
２．期　　間　６月より(日曜開講　70時間)
３．対　　象　母子家庭及び父子家庭の子
４ 人　 員20 名

英会話講習会
(夜間)

１．場　　所　青森市(母子福祉センター)
２．期　　間　

６月～11月(24回)

３，対　　象　母子家庭及び父子寡婦の子
４ 人　 員20 名

自
主
活
支
援
事業

移動母子福祉
センター

１．場　 所　各開催希望市町村
２．期　　間　通年
３．対　　象　母子家庭・寡婦
４　人　　員　実施母子寡婦福祉会が自主的に定める

サークル形成
推進

１．場　 所　母子福祉センター(福祉プラザ)
２　期　　間　涌年

相
談
事
業

母子相談
及び
電話相談

１．場　　所　青森市(母子福祉センター)

２．期　　間　通年(平日及び講習開催の日曜日)
３．対　　象　母子家庭・寡婦
４．担　　当　相談員ほか

相談電話番号冒0177-74-3780

【お問い合わせ先】
青森県立母子福祉センターM  0177-35-4152

○兵庫県に戻りたい方は登録してください。

カムバックに必要な兵庫県内の公営住宅の募集情報や

民間賃貸住宅への入居、持ち家再建などの情報提供や相

談を戸別に連絡して行います。

◆登録方法…登録用はがきを情報紙「ひょうご便り」に

同封してお送りします。

○情報紙「ひょうご便り」を送付します。

住宅募集などの支援施策や県外での交流会の情報など

を掲載した県外居住被災者向け情報紙「ひょうご便り」

を希望される方に無料でお送りします。

○通話無料の専用フリーダイヤルで相談に応じます。

県外居住被災者専用相談電話（フリーダイヤル：通話

無料）で、住宅、こころ、教育などの各種相談に応じて

います。お気軽に次の電話番号へ。

【お問い合わせ先】

県外居住被災者専用相談電話

（フリーダイヤル：通話無料)ffi 0120-78-4133

報
情 局

東北運輸局青森陸運支局からのお知らせ
自動車の登録・検査テレホンサービス開始

青森県土木部監理課からのお知らせ

１級土木施工管理技術検定試験を青森で実施

県外にお住まいの阪神・淡路大震災の被災者の皆さんへ

兵 庫 県 か ら の お 知 ら せ

9



●申告受付会場及び日時

平
成
十
一
年
度
村
民
税
の
申

告
を
各
地
区
で
受
け
付
け
し
ま

す
の
で
、
必
ず
申
告
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
持
参
す
る
も
の

印
鑑
、
医
療
費
の
領
収
書
、

生
命
保
険
料
払
込
領
収
書
、
源

泉
徴
収
票
（
給
与
所
得
の
あ
る

者
）
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
近

代
化
資
金
等
利
息
の
支
払
い
証

明
書
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
を
利

用
し
て
い
る
人
は
精
算
書
、
銀

行
・
農
協
の
口
座
番
号
が
分
か

る
も
の
、
そ
の
他
申
告
に
必
要

な
資
料
（
機
械
の
修
理
代
、
人

対象地区 受 付 会 場 月　日 時　　 間

中　　 沢 中 沢 公 民 館 ２月２日 9:00～15:00

長　　 科 長 科 集 会 所 ２月３日 9:00～15:00

阿弥陀川 阿弥陀川公民館 ２月４日 9:00～15:00

蓬田・宮本 蓬田村中央公民館 ２月５日 9:00～15:00

郷　　 沢 郷沢自治会館 ２月10日 13:00～15:00

瀬 辺 地 瀬辺地民生会館 ２月８日 9:00～15:00

広　　 瀬 広 瀬 公 民 館 ２月９日 9:00～15:00

高　　 根 高 根 公 民 館 ２月10日 9:00～11:00

件
費
の
内
訳
等
）

○
初
め
て
住
宅
取
得
控
除
を
受

け
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
税
務

課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
告
し
な
い
場
合
は
一
切
の

控
除
を
認
め
ま
せ
ん
の
で
、
必

ず
申
告
を
す
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
方

は
、
軽
減
の
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
の
で
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。

○
青
色
申
告
の
場
合
で
も
家
族

の
う
ち
で
申
告
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
人
も
あ
り
ま
す
の
で

、

無
申
告
に
な
ら
な
い
よ
う
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他

○
給
与
所
得
以
外
の
所
得
（
漁

業

、
農
業

、
そ
の
他
）
の
あ
る

場
合
は
あ
わ
せ
て
申
告
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
税
務
署
か
ら
直
接
確
定
申
告

書
の
用
紙
と
相
談
の
ハ
ガ
キ
が

届
い
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、

税
務
署
の
日
程
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。

○
指
定
さ
れ
た
日
以
外
の
場
合

は
、
直
接
税
務
署
で
申
告
し
て

い
た
だ

く
こ
と
に
も
な
り
ま
す

の
で

、
指
定
さ
れ
た
日
に
申
告

を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

蓬
田
村
役
場
　

税
務
課

冒
（
内
線
　

２
４
３
）

青
森
税
務
署

冒
0
1
7
7

－
7
6－

４
2
4
1

平
成
十
年
分
の
所
得
税
（
源

泉
徴
収
税
）

を
納
め
て
い
る
人

で

、
次
に
該
当
す
る
場
合
は
所

得
税
が
還
付
さ
れ
ま
す
の
で

、

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い

。

①
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
で
雑
損
、

医
療
費
、
住
宅
取
得
控
除
な
ど

を
受
け
ら
れ
る
人
。

②
年
の
途
中
で
退
職
し

、
そ
の

後
就
職
し
な
か
っ
た
た
め
年
末

調
整
を
受
け
な
か
っ
た
人
。

③
株
式

の
配
当

が
あ
っ
た
り
、

特
定
の
寄
付
金
を
し
て
配
当
控

除
や
寄
付
金
控
除
が
受
け
ら
れ

る
人
。

④
出
稼
ぎ
な
ど
で
年
末
調
整
を

受
け
て
い
な
い
人
。

⑤
給
与

を
二
ヵ
所
以
上
か
ら
も

ら
っ
て
い
て
、
年
末
調
整
を
受

け
て
い
な
い
人
。

平成10年分

所得税の確定申告

２月16日(火) ～

３月15日(月)

国
保
は
、
他
の
健
康
保
険
な

ど
に
入
る
こ
と

が
で
き
な
い
方

に
医
療
を
保
障
す
る
保
険
で
す
。

保
険
税
は
、
国
保
に
入
る
日

か
ら
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

忘
れ
て
遅
く
届
け
出
す
る
と

保
険
税
も
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
十

四
日
以
内
に
届
け
出
し
て
く
だ

さ
い
。

次
の
計
算
方
法
に
よ
り
、
年

額
（
①
～
④
の
合
計
）
が
決
め

ら
れ
ま
す
。

①所得割額
前年所得額(基礎控除、年金控除後の
額)×７％
②資産割額
固定資産税額×20％
③平等割額
一世帯当り　　33, 600円
④均等割額
一人当り　　　27, 600円
※年度の途中から入る人の保険税は、次
のようになります。
年額×(入る資格の発生した月から３
月までの月数÷12)

蓬
田
村
で
は
、
七
、
八
、
九
、

十
、
十

二

十
二
月
の
各
月
下

旬

が
納
期
に
な
っ
て
い
ま
す

。

途
中
で
加
入
し
た
人
は
、
納

期
に
合
せ
て
納
付
す

る
こ
と
に

な
り
ま
す

。

十
一
月
以
降
の
加
入
の
方
は
、

一
回
で

の
納
付
と
な
り
ま
す

。

各
納
期
内
に
納
め
な
い
と
次

の
納
期
の
額
が
多
額
に
な
り
納

め
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ
の
な
い

よ
う
に
納
期
ま
で
に
納
め
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

国
保
の
財
源
は
、
国
・
県
か

ら
の
補
助
金
と
保
険
税
か
ら
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。

保
険
税
の
収
納
率
が
一
定
の

率
を
下
回
る
と
補
助
金
も
下

が

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
保
険
税
を
納
め
な
い

人
が
い
る
と
、
公
平
を
失
う
だ

け
で
な
く
、
財
政
運
営
に
支
障

を
来
し
、
保
険
税
の
上
昇
の
原

因
に
な
り
ま
す
。

国
保
制
度
運
営
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お知らせ情報局

税
務
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

村
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

所
得
税
（
源
泉
徴
収
税
）
の

還
付
申
告
に
つ
い
て

国
民
健
康
　
　
　
　
　

保
険
か
ら
の
　
　
　
　

お
知
ら
せ

○
国
保
に
入
る
方
に

○
保
険
税
の
計
算
方
法

○
国
保
財
政
と
国
保
税

○
納
期
ま
で
に
納
め
ま
し
よ
う

1

0

○
保
険
税
の
納
期



児
童
川
柳

第
1
3
回

ペ
ン
シ
ル

●
佳
作
　
ゆ
き
あ
そ
び
み
ん
な
で
つ
く
る
か
ま
く
ら
は
　
　

１
年
　

八
戸
　

菜
摘

ゆ
き
だ
る
ま
な
か
よ
く
な
っ
た
ら
と
け
な
い
ぞ
　

２
年
　

川

崎
　

光

世

雪
の
つ
ぶ
は
た
ら
く
人
ヘ
プ
レ
ゼ
ン
ト
　
　
　
　

２
年
　

大
宮
由
紀

子

雪
の
中
か
つ
や
く
す
る
ぞ
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
　
　
　

２
年
　

加
藤
　

制

覇

ゆ
き
だ
る
ま
４
じ
か
ん
か
け
て
つ
く
っ
た
よ
　
　

３
年
　

三
浦
　

正

嗣

雪
が
ふ
る
あ
っ
て
み
た
い
な
ゆ
き
ん
こ
に
　
　
　

３
年
　

八
戸
有
佳

李

そ
ら
に
ま
つ
ゆ
き
は
ま
る
で
天
使
の
よ
　
　
　
　

３
年
　

久
慈
　
　

楓

白
い
ゆ
き
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
け
っ
し
よ
う
だ
　
　

３
年
　

青
木
　
　

彬

ぱ
た
ん
雪
ぼ
た
も
ち
た
べ
る
ぼ
く
で
す
よ
　
　
　

３
年
　

久
米
田

吉
弘

白
い
と
り
ゆ
き
の
は
ね
た
ち
ま
い
お
り
る
　
　
　

４
年
　

小

山
　
　

竜

ゆ
き
だ
る
ま
と
け
た
ら
水
だ
か
わ
い
そ
う
　
　
　

４
年
　

兼
平
　

雅
俊

ゆ
き
お
ん
な
さ
む
い
ひ
く
る
よ
お
お
こ
わ
い
　
　

４
年
　

秋
田
　

仁

美

雪
だ
る
ま
作
っ
て
サ
ン
タ
に
ね
が
い
ご
と
　
　
　

４
年
　

清
水
　
　

翼

四
季
に
は
ね
さ
い
ご
に
冬
が
ま
っ
で
い
る
　
　
　

５
年
　

松
本
亜

佐
子

ゆ
き
だ
る
ま
ど
う
し
て
い
つ
も
２
だ
ん
な
の
　
　

６
年
　

福
井
　

沙

織

●
五
客
　
サ
ン
タ
さ
ん
ど
う
し
て
か
お
を
み
せ
な
い
の
　
　

１
年
　

今
　
　

佑
啓

こ
た
つ
の
中
ゆ
き
は
ぜ
ん
ぜ
ん
つ
も
ら
な
い
　
　

４
年
　

八
戸
　

隆
仁

雪
の
中
ど
ん
な
せ
か
い
が
あ
る
の
か
な
　
　
　
　

２

年
　

吉
崎
　

彩
奈

ふ
ゆ
に
は
ね
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
あ
る
ん
だ
よ
　
　

３
年
　

田
中
　

勇
貴

白
い
雪
広
い
大
地
の
ア
ク
セ
サ
リ
　
　
　
　
　
　

５

年
　

津
島

友
里
恵

☆
人
位
　
は
つ
ゆ
き
を
り
よ
う
り
に
つ
か
っ
た
ら
味
は
ど
う
　
４
年
　

大
宮
　

由
子

☆
地
位
　
雪
が
ふ
り
黒
松
白
に
大
変
身
　
　
　
　
　
　
　
　

４
年
　

坂
本
友

紀
乃

☆
天
位
　
ゆ
き
と
け
る
さ
ん
ね
ん
生
に
な
れ
る
ん
だ
　
　
　

２
年
　

三
上
　
　

匠

選
評

傘
松
川
柳
同
好
会
長

さ
ざ
き
蓬
石
气

テレホンガイド
２　FEBRUARY

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28

2月行事予定表
開催日 曜日 行　　　　事　　　　名 場　　所 時間 担　当

２／１ 月 書道教室 中　央　公　民　館 13 : 30 中 央 公 民 館

３ 水 陶芸教室 // 9 :00 //

４ 木 健康を語るタベ 郷 沢 自 治 会 館 17 : 30 福　　祉　　課

８ 月 書道教室 中　央　公　民　館 13 : 30 中 央 公 民 館

10 水 陶芸教室 // 9 :00 //

11 木 蓬田村消防団初午祭 阿弥陀川第３分団屯所前 9:00 総　　務　　課

15 月 健康を語るタベ 阿 弥 陀 川 公 民 館 17 : 30 福　　祉　　課

// μ 書道教室 中　央　公　民　館 13 : 30 中 央 公 民 館

17 水 股脱検診 // 9 :00 福　　祉　　課
μ ﾉ/ 陶芸教室 μ 9 :00 中 央 公 民 館

21 日 村民スキー大会 ス　　キ　　ー　　場 9 :00 体協ス キー部

22 月 書道教室 中　央　公　 民　館 13 : 30 中 央 公 民 館

23 火 思春期教室 μ 13 : 30 福　　祉　　課

24 水 陶芸教室 // 9 :00 中 央 公 民 館

25 木 １歳６ヵ月・２歳児健診 μ 13 : 00 福　　祉　　課

28 日 犬ゾリ選手権大会 蓬 田 中 学 校 前 9:00 企　　画　　課

児童川柳／行事予定表

題
　
「
雪
」

天
位
　
２
年

三
上
　
匠
く
ん

今
回
は
三
三
三

句
。
全
体
的
に

「
雪
は
白
い
」
が
多
か
っ
た
。
選
に
も
れ
ま
し
た
が
「
雪

景
色
川

柳
に
出
来

ぬ
美
し
さ
」

と
い
う
の

が
あ
り
ま
し

た
。
「
出
来
ぬ
美
し
さ
」
で
川
柳
に

な
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
雪
の
白
さ
も
変
わ
っ
た
見
方
に
な
れ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
雪
と
共
存
し

な
が
ら
、
喜
怒
哀
楽
を
く
り
返
し
て
生
き
て
い

く
と
、
す
ば
ら

し

い
世
界
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い

。

人
位
　
初
雪
を
料
理
に
使
う
な
ん
て
誰
が
考
え
る
だ

ろ
う
。
由
子
さ
ん
、
さ
て
何
を
作

る
の

か
な
。

地
位
　

白
い
松

が
で
き
た
こ
と
を
発
見

。
そ
の
松
と
友
紀
乃

さ
ん

が
ど
う
し
た
の
か
書
け
れ

ば
も
っ
と
良
か
っ
た
。

天
位
　

「
な
れ
る
ん
だ
」

が
い
い
で
す
ね
。
三
年
生
に
な
る
の
が
待
ち
遠
し
い
匠
君

が
見
え

て
き
ま
す
。
あ
ふ
れ

る
希
望

を
天
位
に
選
び
ま
し

た
。

役　　　場　27-2111

FA  X　27-3255

教育委員会　31-3200

F A X　31 -3201

ト レ セ ン　27-3010

ス キ ー場　27-3090

よもぎ温泉　27-2170

中央公民館　　27-2076

保　育　所　　　27-2180

幼　稚　園　　　27-2042

小　学　校　　　27-2069

中　学　校　　　27-2038

社会福祉協議会27-2828

1

1



戸 籍 の

窓　　 囗

人口と世帯数

(12 月31 日現在)

総人口　3, 743人

男　　1,775 人

女　　1, 968人

世帯数　1, 092世帯

お誕生おめでとうございます

山舘 い･Dう　　　　　余柊 （
美
ｽﾞy
子　
長男

心ヽ鹿 石峡 （響j 市 長女

坂本　　訌　 幃yj パ

ご結婚おめでとうございます

（ 長谷川拓司　（瀬 辺 地）

葛西　久子　 （木 造 町）

おくやみ申し上げます

大宮　金助 （郷　　沢　94歳）

小林やつゑ （中　　沢　67歳）

森　 兼太郎 （阿弥陀川　82歳）

高木シゲエ （阿弥陀川　79歳）

松本　もよ （長　　科　89歳）

受
験
シ
ー
ズ
ン
到
来
。
受
験
生
の

皆
さ
ん
、
勉
強
頑
張
っ
て
ま
す
か
。

さ
て
、
二
月
二
十
八
日
は
蓬
田
村

で
第
三
回
目
の
犬
ゾ
リ
選
手
権
大
会

が
行
わ
れ
ま
す

。
県
内
外
か
ら
い
ろ

い
ろ
な
犬
が
参
加
す
る
の
で
一
見
の

価
値
あ
り
。

ま
た
、
犬

を
飼
っ
て
い
て
参
加
し

て
み
た
い
人
は
、
ぜ
ひ
役
場
企
画
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

の
た
め
、
急
ぎ
よ
保
存
会
を
発

足
さ
せ
、
会
員
を
募
集
し
行
っ

た
も
の
で
す
。

保
存
会
は
地
区
を
一
円
し

、

家
内
安
全
、
交
通
安
全
、
さ
ら

に
は
無
病
息
災
を
祈
り
ま
し
た
。

三 上 行 男 さ
ん （ 中 沢 ）

が ナ マ コ 漁 で
水 揚 げ し た中 に 入

っ て い た 白 ナ マ
コ

八戸隆仁くん（阿弥陀川）

新しくなった瀬辺地駅

郷沢と瀬辺地に
建てられた

ログハウス風のスクールバス停

み
ー
つ
け
た

12

5

み～つけた／戸籍の窓口 1

2

一
月
十
七
囗
、
長
科
地
区
に

お
い

て
長

科

権
現

様

保

存
会

（
下
山
嘉
正
会
長
）
に
よ
る
獅

子
舞

が
行
わ
れ
ま
し

た
。

長
科
地
区
で
は
、
毎
年
獅
子

舞

を
地
区
青
年
団
が
行
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
団
員
不
に

長
科

保
存
会

ご

ん
　
け

ん
　
さ

ま

権
現
様
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